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仲村納説のお騒い材料
昭和45~学ブ汚 16 日

滋定資謀長裁の2期分です

今月のi主張護主総は次のとおり行ないますので
ご孝君綴ください。

羽詰寺 …7 )131時 〈金〉 守二訴事.30~午後4.00

場所"“重号機守・務主主セYター'f主役浅草花前議事絡孫
※E毒死年金思議ま絞もいたします。
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典
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わ
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我
中
体
育
館
て

加
機
先
生
e
副
総
裁
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ど
招
い
て
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v
・i
-
i
-七
間
三
日
に
議
制
酬
を
銭
円
仔
し
た
本
中
間
は
、
各
種
的
措
植
し
物
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
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i
う
ち
ん
科
目
減
、
市
内
一
一
一
会
畿
で
の
角
ッ
パ
期
間
踊
期
大
会
伐
と
が
は
な
や
か
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

↑
ぃ
明
月
一
日
の
浅
制
制
絡
部
対
話
は
学
体
噛
持
会
で
は
、
あ
い
に
く
の
会
民
政
杯
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

mw
パ
レ
ー
ド
が
あ
り
ま
し
た
。

?
総
務
鈎
に
、
樹
祭
、
市
議
会
綴
天
気
に
も
か
か
L
U
ら
ず
、
筑
波
さ
ら
に
、
七
月
六
拐
に
は
午
滋
じ
お
に
は
潟
友
会
主
総
に

す
況
が
会
機
災
を
鎮
め
て
檎
民
会
出
総
i
lお
役
所
側
闘
の
記
念
祭
約
十
時
か
ら
我
係
予
'
中
学
校
品
持
よ
争
午
前
十
一
時
か
ら
一
熊
取
を

ゆ
ル
持
母
奉
仕
送
と
し
て
、
絵
務
に
日
開
を
い
た
し
ま
し
た
。
一
府
中
家
育
援
に
お
い
て
、
地
元
湖
鳩
山
山
の
つ
い
て
分
1
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カ
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悼
網
開
削
し
て
ほ
し
い
演
の
鋭
鋒
が
つ
い
て
の
後
四
時
に
沿
滋
の
市
民
参
織
併
協
議
員
初
出
開
先
生
、
県
議
齢
期
商
品
に
よ
h

ソ
市
内
を
パ
レ
ー
ド

ヤ
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
午
議
十
か
ら
激
同
期
の
関
が
議
び
大
波
鴻
会
議
員

-m蹴
附
正
次
郎
制
関
銃
数
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、

~
臨
吋
か
ら
は
宮
部
氏
の
袋
線
か
ら
公
む
う
ち
に
終
り
ま
し
た
ω

品
問
、
市
内
外
剛
関
係
表
者
総
い
て
お
炎
、
中
市
議
会
構
閥
抗
品
‘
部
議
長

~
官
界
し
決
廷
し
た
術
的
水
〈
ケ
ヤ
な
お
、
後
援
終
了
後
荷
役
務
奴
笈
式
典
が
行
な
わ
れ
ま
し
抱
一
元
蕗
議
会
淡
路
な
ど
も
察
知
樹

ナ
キ
〉
を
術
後
郁
朗
庁
舎
品
艇
に
中
市
愛
ホ
i
h
に

お

い

て

表

彰

災

が

行

た

。

し

て

行

な

わ

れ

ま

し

た

。

一
議
輪
開
会
議
長
の
起
す
に
よ
れ
ツ
記
念
な
わ
れ
、
第
一
船
体
サ
ヲ
カ
i
部
火
災
で
は
‘
永
年
市
行
設
に
八
日
夜
に
は
、
や
は
れ
ツ
柑
開
ヱ

r遣
い
た
し
ま
し
た
。
に
き
賞
杯
、
市
長
杯
、
一
一
伎
に
巧
績
の
あ
ち
ま
し
た
方
ニ
柑
怒
鳴
会
支
出
憾
に
よ
る
ち
ょ
う
ち
ん
行
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滋
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各
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刊
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務
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を

楠

練
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歩
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ま
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ま
た
、
中
市
内
の
や
炎
学
髭
大
菊
地
織
会
議
焚
杯
、
一
一
一
役
に
品
持
者
符
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概
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労

感

総

称

執

務
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十
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八
日
、
九
円
日
の
一
向
誌
は
務

刊

〕

が

受

付

わ

れ

ま

し

た

。
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か
ら
鈴
太
媛
本
滋
ま
で
妓
綴
縁

台
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割
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務
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係

予

中
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体
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一
…
育
館
で
総
念
式
典
が
行
な
わ
れ
ま
し
た

半
年
間
の
火
災
四
十
一
一
一
件

一E
約
八
万
河
げ
か
灰
に

務
時
制
本
務
で
は
今
年
〕
月
か

ら
六
月
末
ま
で
の
問
問
に
市
内
に

発
生
し
た
火
樹
氏
、
軸
帆
ゑ
状
況
を

次
の
よ
う
に
ま
と
め
ま
し
た

Q

火
災
件
数
は
問
中
2
1
一
件
で
昨
時

総s
問
問
織
に
え
ベ
て
一
一
十
二
件
付
も

多
く
‘
コ
肱
出
玖
上
の
属
加
ゑ
を
み

た
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
駒
昨
年
冬

円
以
来
の
願
時
然
乾
燥
と
来
事
に
も

あ
っ
た
こ
主
主
思
い
ま
す
が
、

金
国
抽
出
に
多
発
傾
向
を
示
し
て

お
9
ま
す
。

火
災
の
綴
制
刑
務
件
数
、
地
純
比
〈

帯
同
組
樹
、
悌
隅
裳
額
等
に
つ
い
て
は

次
め
表
の
滋
ち
で
あ
雪
ま
す

が
，
ζ
れ
に
よ
哲
毎
日
約
八
万

悶
H
も
の
持
母
絞
識
が
阪
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
む

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら

火
災
を
お
に
し
‘
た
〈
さ
ん
の

側
腕
白
骨
を
出
叫
す
こ
k
は
拙
唱
に
残
念

な
こ
と
で
火
の
元
に
絞
殺
に
仲
間

帯
航
し
て
火
災
を
お
こ
舎
な
い
よ

う
に
し
た
い
も
り
で
す
。
今
は

.
め
も
多
〈
空
気
も
し
ぬ
っ
て
い

る
培
で
比
絞
約
火
災
は
少
い
鈴

で
す
が
、
石
油
偶
、
鼠
筏
釜
の
取

緩
い
不
透
滋
に
よ
る
も
の
や
総

兵
の
不
銘
会
な
も
の
滅
い
は
手

入
れ
不
良
世
帯
の
た
め
火
災
に
な

り
か
け
た
例
が

E
立
っ
て
お
事

ま
す
。ま

た
開
閉
山
山
釜
を
耕
民
寺
つ
け

た
ま
ま
で
異
物
等
に
滋
樹
け
た

た
め
火
災
に
な
り
か
け
た
例
も

あ
り
ま
す
。
こ
出
り
よ
う
な
と
と

か
ら
石
泌
ガ
ス
懇
融
制
磁
器
系
に

つ
い
て
は
常
に
そ
の
後
総
が
繁

盛
品
で
あ
る
か
ど
う
か
‘
手
入
れ

は
充
分
し
て
い
る
か
、
務
総
・

ガ
ス
等
の
コ
タ
夕
、
認
猿
組
問
臨
戦

等
は
潟
念
か
、
獄
中
向
的
機
合
水

は
一
定
量
入
っ
て
い
る
か
盤
曹
を

縫
穏
し
、
な
お
火
定
つ
け
て
か

ら
は
油
国
守
に
し
た
争
点
入
元
か
ら

遠
く
綴
れ
る
よ
う
な
こ
と
の
な

い
よ
う
充
分
注
笈
し
た
い
も
の

で
す
。次

に
救
急
に
つ
い
て
は
、
出
向

動
伶
数
一
一
一
一
路
十
七
件
げ
で
実
際
に

由
血
縁
者
加
盟
叫
療
機
関
等
に
絞
滋
し

た
の
は
二
百
六
十
時
口
で
、
そ
の

人
数
は
二
一
向
九
十
人
と
な
っ
て

お
ち
ま
す
。
と
れ
を
卦
執
念
種
別
制

に
み
る
主
総
附
聞
が
一
数
多
く
区

気
十
八
件
、
全
体
の
削
間
十
五
-

b
b
パ
1
セ

γ
ト
を
占
め
て
お
れ
ツ

ま
す
。
次
い
で
官
民
滋
議
故
七
十

六
件
、
一
般
ゑ
財
閥
二
十
笈
仙
げ
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

と
り
出
動
間
同
数
を
…
日
平
均

し
て
み
ま
す
主
総
日
一
・
七
波

間
凶
づ
っ
総
動
し
て
い
る
こ
と
に

な
静
ま
す
。
綾
近
数
A

郡
石
阜
の
滋

動
車
討
議
が
券
常
に
場
初
出
し
て
お

り
脇
村
に
急
終
に
よ
る
も
の
が

多
く
な
っ
て
お
号
ま
す
。
品
概
念

窓
会
山
山
殺
さ
せ
て
綴
滋
ず
る
数

終
業
務
に
つ
い
て
は
法
令
に

よ
ち
緩
め
ら
れ
て
お
号
、
袋
内

に
お
い
て
生
じ
た
総
務
撃
に
つ

い
て
は
抽
出
に
機
送
。
平
設
が
緩

和
問
的
機
会
母
み
救
ゑ
綴
を
冨
討
議

・
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
俗
に
タ
ク
V

1
代
わ
り
と
い
わ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
も
し
該
当
し
な
い
綴
絞

漢
の
撚
送
に
出
動
し
た
議
措
置
真

に
機
送
を
饗
す
る
数
念
事
故
等

也
生
じ
た
場
合
、
大
い
に
官
民
除

役
者
た
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら

母
こ
k
も
十
分
考
え
真
に
後
滋

母
必
療
が
る
り
、
か
つ
他
に
4
7

絞
め
全
く
な
い
酬
明
会
の
み
婆
綴

さ
れ
る
よ
う
お
競
い
い
た
し
ま

す〆。

まえ苦手せ主主主ベる務長

原
付
自
転
車
ナ
ン
バ
ー
付
普

町
か
ら
市
mu
ナ
ン
バ
ー
に

方
ハ
中
出
い
持
駒
W

理
機
の
ナ
Y
パ

ー
を
そ
の
ま
ま
後
別
し
て
い

る
方
〉
技
、
新
ら
し
い
務
情
聴

後
に
つ
い
て
総
出
制
定
し
て
い

た
だ
き
ま
す
り
で
、
総
帥
抑
蜘

致
、
議
名
、
府
知
齢
刷
機
後
号
、

落
合
番
号
、
製
品
品
、
年
余
、

男 23.478.人前JU主3係人増

女 23，906人グ 363グ

針 47，3詰4人 グ 128グ

f在籍費支12，536告を帯グ261投機増

6月の人口重量総

3誇女計

上話主主 44人 殺人 83人

事正入 44()人 437人 877人

死亡 ?人 6人口人

事正記a112人 107，人 219人

市の人民
1時喜和45~手 6 ，ij 30務混在

七
旬
月
一
円
相
mw
中
市
制
醐
箔
行
に
郎
竹

い
澗
例
議
使
用
・
甲
の
総
隊
チ
符
の

ナ
Y
バ
i
を
次
の
主
お
号
岳
中
前

二
舟
に
我
孫
子
市
の
ナ
γ
バ
i

に
品
行
凶
行
持
甘
え
敬
一
行
な
い
ま
す
の

で
こ
の
機
会

ι応
れ
ず
交
換

役
さ
れ
る
よ
う
お
加
知
ら
せ
し
ま

す。品W
A
刊
畿
の
対
間
関

。
原
験
機
付
内
同
転
車
〈
渓
…
十

蕊

C
C
ま
で
)

品
甲
車
詞
叫
問
問
畑
出
制
効
率
ヘ
持
制
連
機
〉

@
小
得
特
殊
率

な
お
件
関
議
官
常
務
所
で
交
付

を
受
け
た
ナ
Y
バ
ー
に
つ
い
て

は
、
今
回
棋
の
付
け
替
え
に
は
関

係
ゐ
h
v
ま
せ
ん
。

出W
跡
内
参
す
る
も
の

。
技
団
開
予
約
ナ
Y
パ
l

@欄附鵡糊
e

受
付
荻
叫
問
機
闘

@
印
鑑

剖
間
組
耕
W
柑
撫
棋
を
お
持
ち
り
ガ
で

制
端
夜
使
用
中
の
紛
掛
川
品
構
が
中
市

役
所
に
糸
開
閥
に
な
っ
て
い
る

一
域
一
勧

…
総
一
事
務

主
民
…
ゑ
…
下
中
東

三
〈
…
一
銭
佐

対
一
世
叩
世
叩

要
件
帖
為
ち
ま
せ
ん
。
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市長・市議会議長に花束を贈呈し

たl宮69年ミ A千葉港準ミス千葉港

の山野井千鶴さん、高橋和子さん
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f扱辞を述べるJII島副総書記

商工会主催の花自動車によるパード

↓ 市銀j施行を記念して千葉銀行から寄贈の広報車

一一 向、三ν …耕 一~
中央学院大学では7月1<1筑波山害事~市役所開の駅伝を行な
いましたがみごとサッカ一部が優勝のテープを切りました

市役所入口の看板を取り替え「明るく正
しい選挙宣言都市Jを入れてあります
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ドに自

よ衛
る隊
市女
中子
パ鼓

集
中
豪
雨
被
災
者
に
愛
の
手
を

六
月
三
十
日
以
来
千
葉
県
を

良
っ
た
集
中
豪
州
に
よ
り
、
県

下
各
地
に
ケ
ガ
崩
れ
や
洪
水
な

ど
の
災
害
を
も
た
ら
し
、
多
く

の
人
命
や
財
産
が
失
な
わ
れ
ま

し
た
。こ

の
豪
雨
で
被
災
さ
れ
た
人

々
の
救
護
の
一
助
と
す
る
た
め

に
、
災
害
紋
助
た
す
け
あ
い
募

金
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
市
民

の
み
な
さ
ん
の
暖
か
い
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

V
期
間
昭
和
四
十
五
年
七
月

六
日
か
ら
昭
和
田
十
五
年
七

月
三
十
一
日
ま
で

金昔
私

心
配
ご
と
相
談
開
設

我
孫
子
市
で
は
、
住
民
の
み

な
さ
ん
の
心
配
ど
と
の
相
談
所

を
毎
月
次
の
と
お
り
開
設
し
て

お
り
ま
す
。

日
常
生
活
上
の
い
ろ
い
ろ
の

心
岡
山
ど
主
を
解
決
し
て
明
る
い

家
庭
生
活
を
お
送
り
く
だ
さ

、。し
な
お
‘
相
談
を
お
受
け
す
る

担
当
員
は
、
民
生
委
員
の
方
々

で
、
秘
密
を
守
り
ま
す
の
で
安

心
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

軍
第
一
、
第
三
月
曜
日
福
祉
セ

ン
者

I

甲
第
二
月
縫
目
湖
北
安
所

軍
第
四
月
曜
日
布
佐
支
所

相
談
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午

前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
で
す
。

清
掃
料
金
集
金
人
変
更

湖
北
地
区
の
清
掃
料
金
の
集

金
を
し
て
お
り
主
し
た
河
合
正

信
に
変
わ
り
胸
倉
光
子
が
担
当

し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ど
協

力
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
我
孫
子
地
区
担
当
員

で
井
上
き
だ
子
と
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
井
上
み
き
子
の
関

連
い
で
し
た
の
で
、
訂
正
し
お

わ
び
い
た
し
ま
す
、

V
受
付
設
孫
子
市
役
所
内
投

孫
子
市
福
祉
事
務
所
ま
た
は

も
よ
り
の
郵
便
局
窓
口

V
義
援
金
の
配
分
方
法
義
綬

金
の
配
分
は
原
則
主
し
て
災

害
救
助
法
適
用
地
減
な
ら
び

に
と
れ
に
準
ず
る
地
域
と
し

ま
す
。救

被
物
資
の
取
扱
い
に
つ

い
て
は
、
募
金
を
主
体
と
し

ま
す
が
、
物
資
に
つ
い
て
も

寄
付
の
あ
る
場
合
は
次
の
と

お
り
取
り
扱
い
ま
す
。

wv
受
付
金
国
国
鉄
駅

V
且
掴
釈
千
葉
訳
、
大
多
害
駅

国
土
口
駅
、
五
井
駅
、
妨
ケ
崎

駅
、
横
田
駅
‘
久
留
塁
駅
、

上
給
駅
亀
山
駅

wv
宛
名
千
葉
県
知
事
被
災

地
市
町
村
長

行

政

相

人

権

相

談

擁

護

行
政
相
談
お
よ
び
人
権
擁
護

相
談
を
行
な
い
ま
す
。

宮
公
庁
に
お
け
る
苦
情
、
そ

の
他
日
常
生
活
に
お
け
る
心
配

ど
主
な
ど
宇
受
け
つ
け
ま
す
。

V
日
時
七
月
二
十
七
日
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

V

場
所
布
佐
支
所

育

児

相

談

七
月
の
育
児
相
談
は
次
の
日

穫
で
行
な
い
ま
す
。

@
七
月
二
十
九
毘
(
水
)
中

隙
上
青
年
館
で
昭
和
四
十
四

年
十
二
月
生
ま
れ
と
昭
和
四

十
五
年
二
月
お
よ
び
一
一
一
月
生

ま
れ
の
乳
児

@
七
月
三
十
日
(
木
)
福
祉

セ
Y
タ
l
で
昭
和
四
十
四
年

十
二
月
生
ま
れ
の
乳
児

@
七
日
三
十
一
日
〈
金
〉
世
間

社
セ

γ
タ
l
で
昭
和
四
十
五

年
三
月
生
ま
れ
の
乳
児

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
九
時

か
ら
十
二
時
ま
で
主
午
後
一
一
時

か
ら
四
時
ま
で
で
す
。

な
お
、
母
子
手
緩
を
忘
れ
ず

ど
持
容
く
光
さ
い
。

談
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